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開設予定授業科目・担当教員及び講義開講場所等

科目区分 授業科目

単

位

数

担当教員

愛知教育大学

キャンパス

( 刈 谷 市 ）

静 岡 大 学

キャンパス

( 静 岡 市 )

専
攻
基
礎
科
目

必修科目

教科開発学原論　　　　　 ２

子安 　　潤

都築 　繁幸

石川 　　恭

白畑 　知彦

熊倉　 啓之

○ ○

教科開発学実践論　　　　 １

稻葉 みどり

村越 　　真

新保 　　淳

小川 　裕子

○ ○

選択科目

文化資源活用論　　　　　 １

西宮 　秀紀

野地 　恒有

中田 　敏夫

○

科学技術活用論　　　　　 １
岩山 　　勉

稲毛 　正彦
○

教育評価実証方法論　　　 １
古田 　真司

筒井 清次郎
○

教育プログラム開発論　　 １
山﨑 　保寿

村山 　　功
○

表現・鑑賞論　　　　　　 １
北山 　敦康

伊藤 　文彦
○

教育フィールドワーク論　 １
丹沢 　哲郎

熊野 　善介
○

教育プレゼンテーション論 １
白畑 　知彦

澤渡　 千枝
○

専
攻
分
野
科
目

教科開発学

分野

選択科目

教育課程論研究　　　　　 ２ 子安 　　潤 ○

特別支援学校経営論研究　 ２ 都築 　繁幸 ○

家庭環境論研究　　　　　 ２ 尾形 　和男 ○

遊び文化環境論研究　　　 ２ 石川 　　恭 ○

学校経営論研究　　　　　 ２ 山﨑 　保寿 ○

学校危機管理論研究　　　 ２ 村越 　　真 ○

教育工学論研究　　　　　 ２ 村山 　　功 ○
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専
攻
分
野
科
目

人文社会系

教科学分野

選択科目

多言語多文化教材論研究　 ２ 中田 　敏夫 ○

言語教育内容論研究　　　 ２ 稻葉 みどり ○

歴史教育内容論研究　　　 ２ 西宮 　秀紀 ○

民俗学教材論研究　　　　 ２ 野地 　恒有 ○

地理学教材論研究　　　　 ２ 伊藤 　貴啓 ○

外国語教育論研究　　　　 ２ 白畑 　知彦 ○

歴史教材論研究　　　　　 ２ 黒川 みどり ○

自然系

教科学分野

選択科目

数学教材論研究　　　　　 ２ 飯島 　康之 ○

物理教材論研究　　　　　 ２ 岩山 　　勉 ○

理科教育内容論研究　　　 ２ 稲毛 　正彦 ○

数学教育論研究　　　　　 ２ 熊倉 　啓之 ○

生物教育内容論研究　　　 ２ 小南 　陽亮 ○

理科教育論研究　　　　　 ２ 丹沢 　哲郎 ○

創造系

教科学分野

選択科目

体育教育内容論研究　　　 ２ 筒井 清次郎 ○

保健教育内容論研究　　　 ２ 古田 　真司 ○

音楽教育論研究　　　　　 ２ 北山 　敦康 ○

美術教材論研究　　　　　 ２ 伊藤 　文彦 ○

体育教育論研究　　　　　 ２ 新保 　　淳 ○

技術教育内容論研究　　　 ２ 松永 　泰弘 ○

家政教育内容論研究　　　 ２ 小川 　裕子 ○

専
攻
応
用
科
目

必　　修
教科開発学セミナーⅠ　　 ２ 全　教　員 ○ ○

教科開発学セミナーⅡ　　 ２ 全　教　員 ○ ○

選　　択 教科開発学セミナーⅢ　　 ２ 全　教　員 ○ ○
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（　愛知教育大学　）

分野 氏　　名 職名・学位 現在の主たる研究テーマ

教
育
環
境
学

都築　繁幸
教授

教育学博士

特別支援教育論

障害者教育方法論

障害者教育課程論

障害者高等教育論

発達障害者教育方法論

コミュニケーション支援論

聴覚障害者教育方法論

尾形　和男
教授

博士(教育学）

家庭環境論

家族と父親の人格発達論

家庭環境と学習・学校生活適応

父親の役割と子どもの適応行動

父親の家庭関与と夫婦関係及び家族機能

父親・母親のワーク・ライフ・バランスと

家族成員の適応

子安　　潤
教授

教育学修士

教育課程論

教科論

教育方法論

授業構成論

教材研究方法論

学力論

生活と教育の関係

石川　　恭
教授

博士（教育学）

遊び文化環境論

教育社会論

余暇教育論

遊戯文化論

生涯スポーツ論

子どもと遊び論

人
文
社
会
系
教
科
学

西宮　秀紀
教授

博士（文学）

歴史教育内容論

古代東海地域史論

日本古代史論

日本古代文物論

日本古代史資料論

日本古代文物論

日本古代宗教論

野地　恒有
教授

博士（文学）

社会科教育内容論

日本民俗論

近現代庶民生活史論

歴史民俗博物館論

博物館教育論

フィールドワーク調査論

郷土研究方法論
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人
文
社
会
系
教
科
学

稻葉　みどり
教授

博士（学術）

英語科教育論

英語科教育方法論

英語教授法

異文化理解教育

日本語教授法

日本語教育実践研究

留学生教育

第一言語習得及び第二言語習得

中田　敏夫
教授

文学修士

外国人児童生徒教育論

国語リライト教材論

母語保持政策論

言語文化論

戦前台湾における国語教育論

標準語と地域言語教育論

近代標準語成立論

近代語彙（学校用語）の成立論

伊藤　貴啓
教授

博士（理学）

地理学教材論

農業地理論

経済地理論

地誌論

教師の力量形成とフィールドワーク

農業地域の自立的発展とその条件

ヨーロッパ国境地帯の空間動態

ヨーロッパにおけるルーラルツーリズムと

農村の持続的発展

自
然
系
教
科
学

岩山　　勉
教授

博士（理学）

理科教材開発論

理科（物理）教育論

理科におけるものづくり教育

先端科学技術の活用と還元

自然エネルギー利用技術

半導体光物性

ビーム（イオン，レーザー）物性

稲毛　正彦
教授

理学博士

理科教育内容論

科学技術活用論

環境科学による教科開発

無機化学

錯体化学

生物無機化学

飯島　康之
教授

教育学修士

数学教育論

教材開発論

学習環境開発論

コンテンツ開発論

授業研究

図形指導

数学的問題解決
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創
造
系
教
科
学

古田　真司
教授

博士（医学）

保健教育内容論

学校保健論

養護教育論

公衆衛生論

健康管理論

疾病予防論

筒井清次郎
教授

博士（理学）

体育教育内容論

運動学習論

運動認識論

身体の協応

動機づけ

運動有能感

自己教育力

（　静 岡 大 学　）

分野氏　　名 職名・学位 現在の主たる研究テーマ

教
育
環
境
学

山﨑　保寿
教授

博士（学術）

教育課程経営

コミュニティ・スクール

教師の資質能力

キャリア教育

校内研修

高等学校（後期中等教育）

村越　　真
教授

博士（心理学）

学校の危機管理

地図理解の認知過程

自然体験活動のリスクマネージメント

危険認知

空間認知

生涯スポーツの参与過程

村山　　功
教授

教育学修士

認知心理学

理科教育

情報教育

ＩＣＴ

学校図書館

リテラシー

校内研修

授業研究

人
文
社
会
系
教
科
学

黒川　みどり
教授

博士（文学）

日本近現代史

日本近現代思想史近代部落史近代日本のマイノ

リティ近代日本のアジア認識大正デモクラシー

史ジェンダー史
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人
文
社
会
系
教
科
学

白畑　知彦
教授

博士（文学）

第二言語としての英語習得研究

第二言語としての日本語習得研究

外国語としての英語教授法

外国語学習論

児童英語教育論

教室における第二言語習得

外国語学習評価論

英語教育課程論

自
然
系
教
科
学

丹沢　哲郎
教授

博士（教育学）

理科教育課程論

アメリカ理科教育史

理科指導論

科学的リテラシー論

ＳＴＳ教育

理科目的論・目標論

高校生物教育論

理科教師教育

小南　陽亮
教授

理学博士

生物多様性教育のための教材開発

生態系教育内容論

生態系における生物種間相互作用

里山における生物多様性の保全

生物の共存メカニズム

生物群集の動態

絶滅危惧種の保全

植物の繁殖戦略

熊倉　啓之
教授

理学修士

算数教育論

数学教育論

算数・数学教育課程論

算数・数学授業研究

算数・数学教材開発論

算数・数学教育の目的論

小・中・高接続カリキュラム論

数学教育の国際比較研究

澤渡　千枝

教授

学術博士

工学博士

理科-技術科-家庭科の連携による科学教育法の

開発

環境との共生を考慮したプラスチック材料の研

究

高分子を利用した理科教育教材の開発

繊維・高分子の構造と物性

創
造
系
教
科
学

新保　　淳
教授

博士（教育学）

身体教育論

授業研究論

教員養成論

教師教育論

理論と実践の関係

スポーツ科学論

体育哲学
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創
造
系
教
科
学

松永　泰弘
教授

博士（工学）

熱弾性論

材料強度学

機能性材料応用開発

ものづくり教材開発

ものづくり教材の授業実践

動くおもちゃのデザインとメカニズム

地域におけるものづくり交流

ものづくり教室の評価基準

小川　裕子
教授

博士（工学）

社会人の「生活力」からみた家庭科教育の課題

子どもの必要感を重視した住生活学習

「ものづくり」と家庭科教育

異世代交流体験と家庭科教育

高齢者生活問題と家庭科教育

介護等体験と教師教育

北山　敦康
教授

芸術学修士

授業デザイン

ソルミゼーション研究

トニックソルファ法

コダーイ・コンセプト

器楽指導法

吹奏楽指導法

サクソフォン音楽の研究

認知科学

伊藤　文彦
教授

学術修士

美術教育論

デザイン教育論

デザインリテラシー教育論

デザインプロセス論

鑑賞方法

発想支援方法

コミュニケーションデザイン論

認知科学
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　共同教科開発学専攻の基盤となる教科開発
学は、教科専門・教科教育・教職専門の枠を
越えて、児童・生徒を取り巻く環境が抱える
複雑・多様化した諸課題に対応した研究を目
指す学問領域である。本研究会は、研究発表
およびシンポジウムを通して、教科開発学の
意義と役割、斬新性、独自性などを確認しつつ、
研究成果に関する議論を深めることを趣旨と
する。

○

○
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Effect of the Axial Halogen Ligand on the Substitution Reactions of Chromium(III) 
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